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二 

第
一
条 

こ
の
法
律
は
、
特
定
原
子
力
事
業
所
に
係
る
核
原
料
物
質
、
核
燃
料
物
質
及
び
原
子
炉
の
規
制
に
関
す
る
法
律
（
昭

和
三
十
二
年
法
律
第
百
六
十
六
号
。
以
下
「
規
制
法
」
と
い
う
。
）
の
特
例
を
定
め
る
も
の
と
す
る
。 

 

（
定
義
） 

第
二
条 

こ
の
法
律
に
お
い
て
「
加
工
施
設
」
と
は
、
規
制
法
第
十
三
条
第
二
項
第
二
号
に
規
定
す
る
加
工
施
設
を
い
う
。 

２ 

こ
の
法
律
に
お
い
て
「
試
験
研
究
用
等
原
子
炉
施
設
」
と
は
、
規
制
法
第
二
十
三
条
第
二
項
第
五
号
に
規
定
す
る
試
験
研

究
用
等
原
子
炉
施
設
を
い
う
。 

３ 

こ
の
法
律
に
お
い
て
「
発
電
用
原
子
炉
施
設
」
と
は
、
規
制
法
第
四
十
三
条
の
三
の
五
第
二
項
第
五
号
に
規
定
す
る
発
電

用
原
子
炉
施
設
を
い
う
。 

４ 

こ
の
法
律
に
お
い
て
「
再
処
理
施
設
」
と
は
、
規
制
法
第
四
十
四
条
第
二
項
第
二
号
に
規
定
す
る
再
処
理
施
設
を
い
う
。 

５ 

こ
の
法
律
に
お
い
て
「
適
合
性
審
査
の
申
請
」
と
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
原
子
力
施
設
（
加
工
施
設
、
試
験
研
究
用
等

原
子
炉
施
設
、
発
電
用
原
子
炉
施
設
及
び
再
処
理
施
設
を
い
う
。
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
同
じ
。
）
の
区
分
に
応
じ
、
当
該

各
号
に
定
め
る
行
為
を
い
う
。 

 

一 

加
工
施
設 

平
成
二
十
五
年
十
二
月
十
八
日
以
後
に
お
い
て
、
加
工
施
設
の
位
置
、
構
造
及
び
設
備
を
規
制
法
第
十
四



 
 

 

三 

条
第
三
号
の
基
準
に
適
合
さ
せ
、
並
び
に
加
工
施
設
の
性
能
を
規
制
法
第
十
六
条
の
四
の
二
の
技
術
上
の
基
準
に
適
合
さ

せ
る
た
め
に
、
規
制
法
第
十
六
条
第
一
項
の
許
可
の
申
請
及
び
規
制
法
第
十
六
条
の
二
第
一
項
の
認
可
の
申
請
、
規
制
法

第
二
十
二
条
第
一
項
の
認
可
の
申
請
そ
の
他
の
原
子
力
規
制
委
員
会
規
則
で
定
め
る
申
請
を
同
時
に
行
う
こ
と
。 

 

二 

試
験
研
究
用
等
原
子
炉
施
設 

平
成
二
十
五
年
十
二
月
十
八
日
以
後
に
お
い
て
、
試
験
研
究
用
等
原
子
炉
施
設
の
位
置
、

構
造
及
び
設
備
を
規
制
法
第
二
十
四
条
第
一
項
第
三
号
の
基
準
に
適
合
さ
せ
、
並
び
に
試
験
研
究
用
等
原
子
炉
施
設
の
性

能
を
規
制
法
第
二
十
八
条
の
三
の
技
術
上
の
基
準
に
適
合
さ
せ
る
た
め
に
、
規
制
法
第
二
十
六
条
第
一
項
の
許
可
の
申
請

及
び
規
制
法
第
二
十
七
条
第
一
項
の
認
可
の
申
請
、
規
制
法
第
三
十
七
条
第
一
項
の
認
可
の
申
請
そ
の
他
の
原
子
力
規
制

委
員
会
規
則
で
定
め
る
申
請
を
同
時
に
行
う
こ
と
。 

 

三 

発
電
用
原
子
炉
施
設 

平
成
二
十
五
年
七
月
八
日
以
後
に
お
い
て
、
発
電
用
原
子
炉
施
設
の
位
置
、
構
造
及
び
設
備
を

規
制
法
第
四
十
三
条
の
三
の
六
第
一
項
第
四
号
の
基
準
に
適
合
さ
せ
、
並
び
に
発
電
用
原
子
炉
施
設
を
規
制
法
第
四
十
三

条
の
三
の
十
四
の
技
術
上
の
基
準
に
適
合
さ
せ
る
た
め
に
、
規
制
法
第
四
十
三
条
の
三
の
八
第
一
項
の
許
可
の
申
請
及
び

規
制
法
第
四
十
三
条
の
三
の
九
第
一
項
の
認
可
の
申
請
、
規
制
法
第
四
十
三
条
の
三
の
二
十
四
第
一
項
の
認
可
の
申
請
そ

の
他
の
原
子
力
規
制
委
員
会
規
則
で
定
め
る
申
請
を
同
時
に
行
う
こ
と
。 



 

 
 

 

四 

 
四 

再
処
理
施
設 

平
成
二
十
五
年
十
二
月
十
八
日
以
後
に
お
い
て
、
再
処
理
施
設
の
位
置
、
構
造
及
び
設
備
を
規
制
法
第

四
十
四
条
の
二
第
一
項
第
四
号
の
基
準
に
適
合
さ
せ
、
並
び
に
再
処
理
施
設
の
性
能
を
規
制
法
第
四
十
六
条
の
二
の
二
の

技
術
上
の
基
準
に
適
合
さ
せ
る
た
め
に
、
規
制
法
第
四
十
四
条
の
四
第
一
項
の
許
可
の
申
請
及
び
規
制
法
第
四
十
五
条
第

一
項
の
認
可
の
申
請
、
規
制
法
第
五
十
条
第
一
項
の
認
可
の
申
請
そ
の
他
の
原
子
力
規
制
委
員
会
規
則
で
定
め
る
申
請
を

同
時
に
行
う
こ
と
。 

６ 

こ
の
法
律
に
お
い
て
「
廃
止
措
置
計
画
の
認
可
の
申
請
」
と
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
原
子
力
施
設
の
区
分
に
応
じ
、
当

該
各
号
に
定
め
る
行
為
を
い
う
。 

 

一 

加
工
施
設 

加
工
施
設
を
使
用
し
て
行
わ
れ
る
加
工
（
規
制
法
第
二
条
第
九
項
に
規
定
す
る
加
工
を
い
う
。
）
の
事
業

に
つ
い
て
規
制
法
第
二
十
二
条
の
八
第
二
項
の
認
可
の
申
請
を
す
る
こ
と
。 

 

二 

試
験
研
究
用
等
原
子
炉
施
設 

試
験
研
究
用
等
原
子
炉
施
設
に
係
る
試
験
研
究
用
等
原
子
炉
（
規
制
法
第
二
十
三
条
第

一
項
に
規
定
す
る
試
験
研
究
用
等
原
子
炉
を
い
う
。
第
十
条
及
び
第
十
三
条
に
お
い
て
同
じ
。
）
に
つ
い
て
規
制
法
第
四

十
三
条
の
三
の
二
第
二
項
の
認
可
の
申
請
を
す
る
こ
と
。 

 

三 

発
電
用
原
子
炉
施
設 

発
電
用
原
子
炉
施
設
に
係
る
発
電
用
原
子
炉
（
規
制
法
第
二
条
第
五
項
に
規
定
す
る
発
電
用
原



 
 

 

五 

子
炉
を
い
う
。
第
十
六
条
及
び
第
十
九
条
に
お
い
て
同
じ
。
）
に
つ
い
て
規
制
法
第
四
十
三
条
の
三
の
三
十
三
第
二
項
の

認
可
の
申
請
を
す
る
こ
と
。 

 

四 

再
処
理
施
設 

再
処
理
施
設
を
使
用
し
て
行
わ
れ
る
再
処
理
（
規
制
法
第
二
条
第
十
項
に
規
定
す
る
再
処
理
を
い
う
。）

の
事
業
に
つ
い
て
規
制
法
第
五
十
条
の
五
第
二
項
の
認
可
の
申
請
を
す
る
こ
と
。 

７ 

こ
の
法
律
に
お
い
て
「
対
象
原
子
力
施
設
」
と
は
、
原
子
力
施
設
で
あ
っ
て
、
こ
の
法
律
の
施
行
の
日
（
以
下
「
施
行
日
」

と
い
う
。
）
の
前
日
ま
で
に
、
適
合
性
審
査
の
申
請
が
さ
れ
て
お
ら
ず
、
か
つ
、
廃
止
措
置
計
画
の
認
可
の
申
請
が
さ
れ
て

い
な
い
も
の
（
施
行
日
に
お
い
て
規
制
法
第
六
十
四
条
の
二
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
特
定
原
子
力
施
設
と
し
て
指
定
さ
れ
て

い
る
も
の
を
除
く
。
）
を
い
う
。 

８ 

こ
の
法
律
に
お
い
て
「
特
定
原
子
力
事
業
所
」
と
は
、
施
行
日
の
前
日
ま
で
に
内
閣
総
理
大
臣
が
し
た
原
子
力
緊
急
事
態

宣
言
（
原
子
力
災
害
対
策
特
別
措
置
法
（
平
成
十
一
年
法
律
第
百
五
十
六
号
）
第
十
五
条
第
二
項
に
規
定
す
る
原
子
力
緊
急

事
態
宣
言
を
い
う
。
）
に
係
る
原
子
力
事
業
所
（
同
法
第
二
条
第
四
号
に
規
定
す
る
原
子
力
事
業
所
を
い
う
。
以
下
こ
の
項

に
お
い
て
同
じ
。
）
の
う
ち
、
当
該
原
子
力
緊
急
事
態
宣
言
に
お
い
て
公
示
さ
れ
た
原
子
力
緊
急
事
態
（
同
条
第
二
号
に
規

定
す
る
原
子
力
緊
急
事
態
を
い
う
。
）
に
つ
い
て
同
日
ま
で
に
原
子
力
緊
急
事
態
解
除
宣
言
（
同
法
第
十
五
条
第
四
項
に
規



 

 
 

 

六 

定
す
る
原
子
力
緊
急
事
態
解
除
宣
言
を
い
う
。
）
が
さ
れ
た
原
子
力
事
業
所
で
あ
っ
て
、
当
該
原
子
力
事
業
所
に
設
置
さ
れ

た
原
子
力
施
設
の
う
ち
に
対
象
原
子
力
施
設
で
あ
る
も
の
が
あ
る
も
の
を
い
う
。 

 
 

 

第
二
章 

規
制
法
の
特
例 

 
 

 
 

第
一
節 
対
象
加
工
施
設
に
関
す
る
特
例 

 

（
定
義
） 

第
三
条 

こ
の
節
に
お
い
て
「
対
象
加
工
施
設
」
と
は
、
特
定
原
子
力
事
業
所
に
設
置
さ
れ
た
対
象
原
子
力
施
設
で
あ
る
加
工

施
設
を
い
う
。 

２ 

こ
の
節
に
お
い
て
「
対
象
加
工
事
業
者
」
と
は
、
対
象
加
工
施
設
に
係
る
規
制
法
第
十
三
条
第
一
項
の
許
可
を
受
け
た
者

を
い
う
。 

 

（
許
可
の
取
消
し
の
特
例
） 

第
四
条 

原
子
力
規
制
委
員
会
は
、
対
象
加
工
事
業
者
が
施
行
日
か
ら
施
行
日
以
後
二
年
を
経
過
す
る
日
ま
で
の
間
（
以
下
「
申

請
期
間
」
と
い
う
。
）
に
、
対
象
加
工
施
設
に
係
る
適
合
性
審
査
の
申
請
を
し
な
い
と
き
は
、
規
制
法
第
十
三
条
第
一
項
の

許
可
を
取
り
消
す
も
の
と
す
る
。
た
だ
し
、
当
該
対
象
加
工
事
業
者
が
申
請
期
間
の
満
了
の
日
（
以
下
「
申
請
期
間
満
了
日
」



 
 

 

七 

と
い
う
。
）
ま
で
に
、
廃
止
措
置
計
画
の
認
可
の
申
請
を
し
た
と
き
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。 

 

（
対
象
加
工
施
設
の
使
用
の
特
例
） 

第
五
条 
対
象
加
工
事
業
者
は
、
対
象
加
工
施
設
を
使
用
し
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
あ
ら
か
じ
め
、
当
該
対
象
加
工
施
設
の
使

用
に
つ
い
て
、
当
該
対
象
加
工
施
設
に
係
る
原
子
力
災
害
対
策
（
原
子
力
災
害
対
策
特
別
措
置
法
第
六
条
の
二
第
一
項
に
規

定
す
る
原
子
力
災
害
対
策
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
を
重
点
的
に
実
施
す
べ
き
地
方
公
共
団
体
と
し
て
政
令
で
定
め
る
も
の

（
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
「
特
定
地
方
公
共
団
体
」
と
い
う
。
）
の
長
に
協
議
し
、
そ
の
同
意
を
得
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

２ 

特
定
地
方
公
共
団
体
の
長
は
、
前
項
の
協
議
を
受
け
た
場
合
に
は
、
当
該
協
議
に
係
る
対
象
加
工
施
設
に
係
る
原
子
力
災

害
（
原
子
力
災
害
対
策
特
別
措
置
法
第
二
条
第
一
号
に
規
定
す
る
原
子
力
災
害
を
い
う
。
）
が
発
生
す
る
可
能
性
、
当
該
原

子
力
災
害
が
発
生
し
た
場
合
に
当
該
特
定
地
方
公
共
団
体
の
地
域
及
び
住
民
に
及
ぼ
す
影
響
、
当
該
原
子
力
災
害
に
関
す
る

当
該
特
定
地
方
公
共
団
体
の
地
域
に
係
る
都
道
府
県
地
域
防
災
計
画
（
災
害
対
策
基
本
法
（
昭
和
三
十
六
年
法
律
第
二
百
二

十
三
号
）
第
二
条
第
十
号
イ
に
掲
げ
る
都
道
府
県
地
域
防
災
計
画
を
い
う
。
）
若
し
く
は
都
道
府
県
相
互
間
地
域
防
災
計
画

（
同
号
ハ
に
掲
げ
る
都
道
府
県
相
互
間
地
域
防
災
計
画
を
い
う
。
）
又
は
市
町
村
地
域
防
災
計
画
（
同
号
ロ
に
掲
げ
る
市
町

村
地
域
防
災
計
画
を
い
う
。
）
若
し
く
は
市
町
村
相
互
間
地
域
防
災
計
画
（
同
号
ニ
に
掲
げ
る
市
町
村
相
互
間
地
域
防
災
計



 

 
 

 

八 

画
を
い
う
。
）
の
整
備
の
状
況
等
を
勘
案
し
、
当
該
特
定
地
方
公
共
団
体
の
地
域
並
び
に
当
該
特
定
地
方
公
共
団
体
の
住
民

の
生
命
、
身
体
及
び
財
産
の
保
護
の
観
点
か
ら
、
当
該
協
議
に
係
る
同
項
の
同
意
を
す
る
か
ど
う
か
を
決
定
し
、
当
該
協
議

に
係
る
対
象
加
工
事
業
者
に
対
し
、
政
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
そ
の
旨
を
書
面
に
よ
り
通
知
す
る
も
の
と
す
る
。 

３ 

特
定
地
方
公
共
団
体
の
長
は
、
前
項
の
規
定
に
よ
る
決
定
を
す
る
た
め
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
当
該
決
定
に
係

る
対
象
加
工
事
業
者
及
び
関
係
行
政
機
関
の
長
（
当
該
行
政
機
関
が
合
議
制
の
機
関
で
あ
る
場
合
に
あ
っ
て
は
、
当
該
行
政

機
関
）
に
対
し
、
資
料
又
は
情
報
の
提
供
そ
の
他
必
要
な
協
力
を
求
め
る
こ
と
が
で
き
る
。 

第
六
条 

対
象
加
工
事
業
者
は
、
前
条
第
一
項
に
規
定
す
る
場
合
に
お
い
て
は
、
政
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
あ
ら
か
じ

め
、
対
象
加
工
施
設
の
使
用
に
係
る
同
項
の
同
意
を
得
た
こ
と
を
証
す
る
書
面
を
原
子
力
規
制
委
員
会
に
提
出
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。 

第
七
条 

原
子
力
規
制
委
員
会
は
、
対
象
加
工
事
業
者
が
第
五
条
第
一
項
の
規
定
に
違
反
し
て
対
象
加
工
施
設
を
使
用
し
た
と

き
は
、
期
間
を
定
め
て
そ
の
事
業
の
停
止
を
命
ず
る
こ
と
が
で
き
る
。 

 

（
規
制
法
の
規
定
の
読
替
適
用
） 

第
八
条 

対
象
加
工
施
設
に
つ
い
て
の
規
制
法
の
次
の
表
の
上
欄
に
掲
げ
る
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ら
の
規
定
中
同



 
 

 

九 

表
の
中
欄
に
掲
げ
る
字
句
は
、
そ
れ
ぞ
れ
同
表
の
下
欄
に
掲
げ
る
字
句
と
す
る
。 

 
 
 

読
み
替
え
る
規
定 

 
 

 
 

読
み
替
え
ら
れ
る
字
句 

 
 
 
 

 
 
 
 
 

読
み
替
え
る
字
句 

 
 
 
 
 
 
 

 
 

第
十
五
条
第
一
号 

 
 

 

第
二
十
条
第
二
項 

 
 
 
 
 

 

第
二
十
条
第
二
項
又
は
特
定
原
子
力
事
業
所
に
係
る 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

核
原
料
物
質
、
核
燃
料
物
質
及
び
原
子
炉
の
規
制
に 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

 
 

関
す
る
法
律
の
特
例
に
関
す
る
法
律
（
平
成
二
十
九 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

 

年
法
律
第 

 
 

号
。
以
下
「
特
例
法
」
と
い 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

う
。
）
第
四
条 

 
 

第
二
十
二
条
の
九
第
一
項 

第
二
十
条 

 
 
 
 

 
 
 
 

 

第
二
十
条
若
し
く
は
特
例
法
第
四
条 

 
 

及
び
第
二
項 

 
 

第
六
十
一
条
の
三
第
七
項 

第
五
十
六
条 

 
 
 
 
 
 
 
 

第
五
十
六
条
若
し
く
は
特
例
法
第
四
条 

 
 

第
六
十
九
条
第
一
項 

 
 

又
は
第
六
十
一
条
の
二
十
一 

 
 

若
し
く
は
第
六
十
一
条
の
二
十
一
又
は
特
例
法
第
七 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
条 

 
 

第
六
十
九
条
第
二
項 

 
 

又
は
第
六
十
一
条
の
二
十
三
の
十 

若
し
く
は
第
六
十
一
条
の
二
十
三
の
十
六
又
は
特
例 



 

 
 

 

一
〇 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

六 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

法
第
四
条
若
し
く
は
第
七
条 

 
 

第
七
十
二
条
第
五
項 

 
 

第
五
十
六
条 

 
 
 
 
 
 
 
 

第
五
十
六
条
若
し
く
は
特
例
法
第
四
条 

 
 

第
七
十
七
条
第
二
号 

 
 

又
は
第
五
十
一
条
の
十
四
第
二
項 

若
し
く
は
第
五
十
一
条
の
十
四
第
二
項
又
は
特
例
法 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

第
七
条 

 
 

第
七
十
八
条
第
五
号
の
五 

第
二
十
二
条
の
九
第
二
項 

 
 

 

第
二
十
二
条
の
九
第
二
項
（
特
例
法
第
八
条
の
規
定 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 

に
よ
り
読
み
替
え
て
適
用
す
る
場
合
を
含
む
。
） 

 
 

第
八
十
条
第
四
号 

 
 
 

第
七
項 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

第
七
項
（
特
例
法
第
八
条
の
規
定
に
よ
り
読
み
替
え 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

て
適
用
す
る
場
合
を
含
む
。
） 

 
 

第
八
十
一
条
第
一
号 
 
 

第
三
号
ま
で 

 
 
 
 
 
 
 
 

第
三
号
ま
で
（
特
例
法
第
八
条
の
規
定
に
よ
り
読
み 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

替
え
て
適
用
す
る
場
合
を
含
む
。
） 

 
 

第
八
十
一
条
第
三
号 

 
 

前
号 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

特
例
法
第
八
条
の
規
定
に
よ
り
読
み
替
え
て
適
用
す 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
る
場
合
を
含
み
、
前
号 

 
 

 
 

第
二
節 

対
象
試
験
研
究
用
等
原
子
炉
施
設
に
関
す
る
特
例 



 
 

 

一
一 

 
（
定
義
） 

第
九
条 

こ
の
節
に
お
い
て
「
対
象
試
験
研
究
用
等
原
子
炉
施
設
」
と
は
、
特
定
原
子
力
事
業
所
に
設
置
さ
れ
た
対
象
原
子
力

施
設
で
あ
る
試
験
研
究
用
等
原
子
炉
施
設
を
い
う
。 

２ 

こ
の
節
に
お
い
て
「
対
象
試
験
研
究
用
等
原
子
炉
設
置
者
」
と
は
、
対
象
試
験
研
究
用
等
原
子
炉
施
設
に
係
る
規
制
法
第

二
十
三
条
第
一
項
の
許
可
を
受
け
た
者
を
い
う
。 

 

（
許
可
の
取
消
し
の
特
例
） 

第
十
条 

原
子
力
規
制
委
員
会
は
、
対
象
試
験
研
究
用
等
原
子
炉
設
置
者
が
申
請
期
間
に
、
特
定
原
子
力
事
業
所
に
設
置
さ
れ

た
全
て
の
対
象
試
験
研
究
用
等
原
子
炉
施
設
に
係
る
適
合
性
審
査
の
申
請
を
し
な
い
と
き
は
、
規
制
法
第
二
十
三
条
第
一
項

の
許
可
を
取
り
消
す
も
の
と
す
る
。
た
だ
し
、
当
該
対
象
試
験
研
究
用
等
原
子
炉
設
置
者
が
申
請
期
間
満
了
日
ま
で
に
、
申

請
期
間
に
適
合
性
審
査
の
申
請
を
し
な
か
っ
た
全
て
の
対
象
試
験
研
究
用
等
原
子
炉
施
設
に
係
る
試
験
研
究
用
等
原
子
炉
に

つ
い
て
廃
止
措
置
計
画
の
認
可
の
申
請
を
し
た
と
き
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。 

 

（
対
象
試
験
研
究
用
等
原
子
炉
施
設
の
使
用
の
特
例
） 

第
十
一
条 

対
象
試
験
研
究
用
等
原
子
炉
設
置
者
は
、
対
象
試
験
研
究
用
等
原
子
炉
施
設
を
使
用
し
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
あ



 

 
 

 

一
二 

ら
か
じ
め
、
当
該
対
象
試
験
研
究
用
等
原
子
炉
施
設
の
使
用
に
つ
い
て
、
当
該
対
象
試
験
研
究
用
等
原
子
炉
施
設
に
係
る
原

子
力
災
害
対
策
を
重
点
的
に
実
施
す
べ
き
地
方
公
共
団
体
と
し
て
政
令
で
定
め
る
も
の
の
長
に
協
議
し
、
そ
の
同
意
を
得
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

２ 

第
五
条
第
二
項
及
び
第
三
項
の
規
定
は
、
前
項
の
規
定
に
よ
る
同
意
に
つ
い
て
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
必
要

な
技
術
的
読
替
え
は
、
政
令
で
定
め
る
。 

第
十
二
条 

対
象
試
験
研
究
用
等
原
子
炉
設
置
者
は
、
前
条
第
一
項
に
規
定
す
る
場
合
に
お
い
て
は
、
政
令
で
定
め
る
と
こ
ろ

に
よ
り
、
あ
ら
か
じ
め
、
対
象
試
験
研
究
用
等
原
子
炉
施
設
の
使
用
に
係
る
同
項
の
同
意
を
得
た
こ
と
を
証
す
る
書
面
を
原

子
力
規
制
委
員
会
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

第
十
三
条 

原
子
力
規
制
委
員
会
は
、
対
象
試
験
研
究
用
等
原
子
炉
設
置
者
が
第
十
一
条
第
一
項
の
規
定
に
違
反
し
て
対
象
試

験
研
究
用
等
原
子
炉
施
設
を
使
用
し
た
と
き
は
、
期
間
を
定
め
て
当
該
対
象
試
験
研
究
用
等
原
子
炉
施
設
に
係
る
試
験
研
究

用
等
原
子
炉
の
運
転
の
停
止
を
命
ず
る
こ
と
が
で
き
る
。 

 

（
規
制
法
の
規
定
の
読
替
適
用
） 

第
十
四
条 

対
象
試
験
研
究
用
等
原
子
炉
施
設
に
つ
い
て
の
規
制
法
の
次
の
表
の
上
欄
に
掲
げ
る
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、



 
 

 

一
三 

こ
れ
ら
の
規
定
中
同
表
の
中
欄
に
掲
げ
る
字
句
は
、
そ
れ
ぞ
れ
同
表
の
下
欄
に
掲
げ
る
字
句
と
す
る
。 

 
 

 
読
み
替
え
る
規
定 

 
 
 
 

読
み
替
え
ら
れ
る
字
句 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

読
み
替
え
る
字
句 

 
 
 
 
 
 
 

 
 

第
二
十
五
条
第
一
号 

 
 

第
三
十
三
条
第
二
項
又
は
第
三
項 

第
三
十
三
条
第
二
項
若
し
く
は
特
定
原
子
力
事
業
所 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

に
係
る
核
原
料
物
質
、
核
燃
料
物
質
及
び
原
子
炉
の 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

規
制
に
関
す
る
法
律
の
特
例
に
関
す
る
法
律
（
平
成 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

二
十
九
年
法
律
第 

 
 

号
。
以
下
「
特
例
法
」
と 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

い
う
。
）
第
十
条
又
は
第
三
十
三
条
第
三
項 

 
 

第
四
十
三
条
の
三
の
三
第 

第
二
項 

 
 
 
 
 

 
 
 
 

 

第
二
項
若
し
く
は
特
例
法
第
十
条 

 
 

一
項
及
び
第
二
項 

 
 

第
六
十
一
条
の
三
第
七
項 

第
五
十
六
条 

 
 
 
 
 
 
 
 

第
五
十
六
条
若
し
く
は
特
例
法
第
十
条 

 
 

第
六
十
九
条
第
一
項 

 
 

又
は
第
六
十
一
条
の
二
十
一 

 
 

若
し
く
は
第
六
十
一
条
の
二
十
一
又
は
特
例
法
第
十 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
三
条 

 
 

第
六
十
九
条
第
二
項 

 
 

又
は
第
六
十
一
条
の
二
十
三
の
十 

若
し
く
は
第
六
十
一
条
の
二
十
三
の
十
六
又
は
特
例 



 

 
 

 

一
四 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

六 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

法
第
十
条
若
し
く
は
第
十
三
条 

 
 

第
七
十
一
条
第
五
項 

 
 

又
は
第
六
十
四
条
第
三
項 

 
 
 

若
し
く
は
第
六
十
四
条
第
三
項
又
は
特
例
法
第
十
条 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

若
し
く
は
第
十
三
条 

 
 

第
七
十
二
条
第
五
項 

 
 

第
五
十
六
条 

 
 
 
 
 
 
 
 

第
五
十
六
条
若
し
く
は
特
例
法
第
十
条 

 
 

第
七
十
七
条
第
五
号 

 
 

第
三
十
三
条
第
二
項 

 
 
 
 
 

第
三
十
三
条
第
二
項
又
は
特
例
法
第
十
三
条 

 
 

第
七
十
八
条
第
五
号
の
五 
第
四
十
三
条
の
三
の
三
第
二
項 

 

第
四
十
三
条
の
三
の
三
第
二
項
（
特
例
法
第
十
四
条 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

の
規
定
に
よ
り
読
み
替
え
て
適
用
す
る
場
合
を
含 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

む
。
） 

 
 

第
八
十
条
第
四
号 
 
 
 

第
七
項 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

第
七
項
（
特
例
法
第
十
四
条
の
規
定
に
よ
り
読
み
替 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

え
て
適
用
す
る
場
合
を
含
む
。
） 

 
 

第
八
十
一
条
第
三
号 

 
 

第
一
号 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

特
例
法
第
十
四
条
の
規
定
に
よ
り
読
み
替
え
て
適
用 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
す
る
場
合
を
含
み
、
第
一
号 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

前
号 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

特
例
法
第
十
四
条
の
規
定
に
よ
り
読
み
替
え
て
適
用 



 
 

 

一
五 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

す
る
場
合
を
含
み
、
前
号 

 
 

 
 

第
三
節 

対
象
発
電
用
原
子
炉
施
設
に
関
す
る
特
例 

 

（
定
義
） 

第
十
五
条 

こ
の
節
に
お
い
て
「
対
象
発
電
用
原
子
炉
施
設
」
と
は
、
特
定
原
子
力
事
業
所
に
設
置
さ
れ
た
対
象
原
子
力
施
設

で
あ
る
発
電
用
原
子
炉
施
設
を
い
う
。 

２ 

こ
の
節
に
お
い
て
「
対
象
発
電
用
原
子
炉
設
置
者
」
と
は
、
対
象
発
電
用
原
子
炉
施
設
に
係
る
規
制
法
第
四
十
三
条
の
三

の
五
第
一
項
の
許
可
を
受
け
た
者
を
い
う
。 

 

（
許
可
の
取
消
し
の
特
例
） 

第
十
六
条 

原
子
力
規
制
委
員
会
は
、
対
象
発
電
用
原
子
炉
設
置
者
が
申
請
期
間
に
、
特
定
原
子
力
事
業
所
に
設
置
さ
れ
た
全

て
の
対
象
発
電
用
原
子
炉
施
設
に
係
る
適
合
性
審
査
の
申
請
を
し
な
い
と
き
は
、
規
制
法
第
四
十
三
条
の
三
の
五
第
一
項
の

許
可
を
取
り
消
す
も
の
と
す
る
。
た
だ
し
、
当
該
対
象
発
電
用
原
子
炉
設
置
者
が
申
請
期
間
満
了
日
ま
で
に
、
申
請
期
間
に

適
合
性
審
査
の
申
請
を
し
な
か
っ
た
全
て
の
対
象
発
電
用
原
子
炉
施
設
に
係
る
発
電
用
原
子
炉
に
つ
い
て
廃
止
措
置
計
画
の

認
可
の
申
請
を
し
た
と
き
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。 



 

 
 

 

一
六 

 
（
対
象
発
電
用
原
子
炉
施
設
の
使
用
の
特
例
） 

第
十
七
条 

対
象
発
電
用
原
子
炉
設
置
者
は
、
対
象
発
電
用
原
子
炉
施
設
を
使
用
し
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
あ
ら
か
じ
め
、
当

該
対
象
発
電
用
原
子
炉
施
設
の
使
用
に
つ
い
て
、
当
該
対
象
発
電
用
原
子
炉
施
設
に
係
る
原
子
力
災
害
対
策
を
重
点
的
に
実

施
す
べ
き
地
方
公
共
団
体
と
し
て
政
令
で
定
め
る
も
の
の
長
に
協
議
し
、
そ
の
同
意
を
得
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

２ 

第
五
条
第
二
項
及
び
第
三
項
の
規
定
は
、
前
項
の
規
定
に
よ
る
同
意
に
つ
い
て
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
必
要

な
技
術
的
読
替
え
は
、
政
令
で
定
め
る
。 

第
十
八
条 

対
象
発
電
用
原
子
炉
設
置
者
は
、
前
条
第
一
項
に
規
定
す
る
場
合
に
お
い
て
は
、
政
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、

あ
ら
か
じ
め
、
対
象
発
電
用
原
子
炉
施
設
の
使
用
に
係
る
同
項
の
同
意
を
得
た
こ
と
を
証
す
る
書
面
を
原
子
力
規
制
委
員
会

に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

第
十
九
条 

原
子
力
規
制
委
員
会
は
、
対
象
発
電
用
原
子
炉
設
置
者
が
第
十
七
条
第
一
項
の
規
定
に
違
反
し
て
対
象
発
電
用
原

子
炉
施
設
を
使
用
し
た
と
き
は
、
期
間
を
定
め
て
当
該
対
象
発
電
用
原
子
炉
施
設
に
係
る
発
電
用
原
子
炉
の
運
転
の
停
止
を

命
ず
る
こ
と
が
で
き
る
。 

 

（
規
制
法
の
規
定
の
読
替
適
用
） 



 
 

 

一
七 

第
二
十
条 

対
象
発
電
用
原
子
炉
施
設
に
つ
い
て
の
規
制
法
の
次
の
表
の
上
欄
に
掲
げ
る
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ら

の
規
定
中
同
表
の
中
欄
に
掲
げ
る
字
句
は
、
そ
れ
ぞ
れ
同
表
の
下
欄
に
掲
げ
る
字
句
と
す
る
。 

 
 

 

読
み
替
え
る
規
定 

 
 
 
 

読
み
替
え
ら
れ
る
字
句 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

読
み
替
え
る
字
句 

 
 
 
 
 
 
 

 
 

第
四
十
三
条
の
三
の
七
第 

第
四
十
三
条
の
三
の
二
十
第
二
項 

第
四
十
三
条
の
三
の
二
十
第
二
項
又
は
特
定
原
子
力 

 
 

一
号 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

事
業
所
に
係
る
核
原
料
物
質
、
核
燃
料
物
質
及
び
原 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

子
炉
の
規
制
に
関
す
る
法
律
の
特
例
に
関
す
る
法
律 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

（
平
成
二
十
九
年
法
律
第 

 
 

号
。
以
下
「
特
例 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

法
」
と
い
う
。
）
第
十
六
条 

 
 

第
四
十
三
条
の
三
の
三
十 

第
二
項 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

第
二
項
若
し
く
は
特
例
法
第
十
六
条 

 
 

四
第
一
項
及
び
第
二
項 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 
 

第
六
十
一
条
の
三
第
七
項 

第
五
十
六
条 

 
 
 
 
 
 
 

 

第
五
十
六
条
若
し
く
は
特
例
法
第
十
六
条 

 
 

第
六
十
九
条
第
一
項 

 
 

又
は
第
六
十
一
条
の
二
十
一 

 
 

若
し
く
は
第
六
十
一
条
の
二
十
一
又
は
特
例
法
第
十 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

九
条 



 

 
 

 

一
八 

 
 

第
六
十
九
条
第
二
項 

 
 

又
は
第
六
十
一
条
の
二
十
三
の
十 

若
し
く
は
第
六
十
一
条
の
二
十
三
の
十
六
又
は
特
例 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

六 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

法
第
十
六
条
若
し
く
は
第
十
九
条 

 
 

第
七
十
一
条
第
五
項 

 
 

又
は
第
六
十
四
条
第
三
項 

 
 
 

若
し
く
は
第
六
十
四
条
第
三
項
又
は
特
例
法
第
十
六 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

条
若
し
く
は
第
十
九
条 

 
 

第
七
十
二
条
第
五
項 

 
 

第
五
十
六
条 

 
 
 
 
 
 
 
 

第
五
十
六
条
若
し
く
は
特
例
法
第
十
六
条 

 
 

第
七
十
七
条
第
六
号
の
三 
第
四
十
三
条
の
三
の
二
十
第
二
項 

第
四
十
三
条
の
三
の
二
十
第
二
項
又
は
特
例
法
第
十 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

九
条 

 
 

第
七
十
八
条
第
五
号
の
五 

第
四
十
三
条
の
三
の
三
十
四
第
二 

第
四
十
三
条
の
三
の
三
十
四
第
二
項
（
特
例
法
第
二 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

項 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

十
条
の
規
定
に
よ
り
読
み
替
え
て
適
用
す
る
場
合
を 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

含
む
。
） 

 
 

第
八
十
条
第
四
号 

 
 
 

第
七
項 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

第
七
項
（
特
例
法
第
二
十
条
の
規
定
に
よ
り
読
み
替 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

え
て
適
用
す
る
場
合
を
含
む
。
） 

 
 

第
八
十
一
条
第
一
号 

 
 

第
七
号
の
三
ま
で 

 
 
 
 
 
 

第
七
号
の
三
ま
で
（
特
例
法
第
二
十
条
の
規
定
に
よ 



 
 

 

一
九 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

り
読
み
替
え
て
適
用
す
る
場
合
を
含
む
。
） 

 
 

第
八
十
一
条
第
三
号 

 
 

前
号 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

特
例
法
第
二
十
条
の
規
定
に
よ
り
読
み
替
え
て
適
用 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

す
る
場
合
を
含
み
、
前
号 

 
 

 
 

第
四
節 
対
象
再
処
理
施
設
に
関
す
る
特
例 

 

（
定
義
） 

第
二
十
一
条 

こ
の
節
に
お
い
て
「
対
象
再
処
理
施
設
」
と
は
、
特
定
原
子
力
事
業
所
に
設
置
さ
れ
た
対
象
原
子
力
施
設
で
あ

る
再
処
理
施
設
を
い
う
。 

２ 

こ
の
節
に
お
い
て
「
対
象
再
処
理
事
業
者
」
と
は
、
対
象
再
処
理
施
設
に
係
る
規
制
法
第
四
十
四
条
第
一
項
の
指
定
を
受

け
た
者
を
い
う
。 

 

（
指
定
の
取
消
し
の
特
例
） 

第
二
十
二
条 

原
子
力
規
制
委
員
会
は
、
対
象
再
処
理
事
業
者
が
申
請
期
間
に
、
対
象
再
処
理
施
設
に
係
る
適
合
性
審
査
の
申

請
を
し
な
い
と
き
は
、
規
制
法
第
四
十
四
条
第
一
項
の
指
定
を
取
り
消
す
も
の
と
す
る
。
た
だ
し
、
当
該
対
象
再
処
理
事
業

者
が
申
請
期
間
満
了
日
ま
で
に
、
廃
止
措
置
計
画
の
認
可
の
申
請
を
し
た
と
き
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。 



 

 
 

 

二
〇 

 
（
対
象
再
処
理
施
設
の
使
用
の
特
例
） 

第
二
十
三
条 

対
象
再
処
理
事
業
者
は
、
対
象
再
処
理
施
設
を
使
用
し
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
あ
ら
か
じ
め
、
当
該
対
象
再
処

理
施
設
の
使
用
に
つ
い
て
、
当
該
対
象
再
処
理
施
設
に
係
る
原
子
力
災
害
対
策
を
重
点
的
に
実
施
す
べ
き
地
方
公
共
団
体
と

し
て
政
令
で
定
め
る
も
の
の
長
に
協
議
し
、
そ
の
同
意
を
得
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

２ 

第
五
条
第
二
項
及
び
第
三
項
の
規
定
は
、
前
項
の
規
定
に
よ
る
同
意
に
つ
い
て
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
必
要

な
技
術
的
読
替
え
は
、
政
令
で
定
め
る
。 

第
二
十
四
条 

対
象
再
処
理
事
業
者
は
、
前
条
第
一
項
に
規
定
す
る
場
合
に
お
い
て
は
、
政
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
あ

ら
か
じ
め
、
対
象
再
処
理
施
設
の
使
用
に
係
る
同
項
の
同
意
を
得
た
こ
と
を
証
す
る
書
面
を
原
子
力
規
制
委
員
会
に
提
出
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

第
二
十
五
条 

原
子
力
規
制
委
員
会
は
、
対
象
再
処
理
事
業
者
が
第
二
十
三
条
第
一
項
の
規
定
に
違
反
し
て
対
象
再
処
理
施
設

を
使
用
し
た
と
き
は
、
期
間
を
定
め
て
そ
の
事
業
の
停
止
を
命
ず
る
こ
と
が
で
き
る
。 

 

（
規
制
法
の
規
定
の
読
替
適
用
） 

第
二
十
六
条 

対
象
再
処
理
施
設
に
つ
い
て
の
規
制
法
の
次
の
表
の
上
欄
に
掲
げ
る
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ら
の
規



 
 

 

二
一 

定
中
同
表
の
中
欄
に
掲
げ
る
字
句
は
、
そ
れ
ぞ
れ
同
表
の
下
欄
に
掲
げ
る
字
句
と
す
る
。 

 
 

 
読
み
替
え
る
規
定 

 
 
 
 

読
み
替
え
ら
れ
る
字
句 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

読
み
替
え
る
字
句 

 
 
 
 
 
 
 

 
 

第
四
十
四
条
の
三
第
一
号 

第
四
十
六
条
の
七
第
二
項 

 
 
 

第
四
十
六
条
の
七
第
二
項
又
は
特
定
原
子
力
事
業
所 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

に
係
る
核
原
料
物
質
、
核
燃
料
物
質
及
び
原
子
炉
の 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

規
制
に
関
す
る
法
律
の
特
例
に
関
す
る
法
律
（
平
成 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

二
十
九
年
法
律
第 

 
 

号
。
以
下
「
特
例
法
」
と 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

い
う
。
）
第
二
十
二
条 

 
 

第
五
十
一
条
第
一
項
及
び 

第
四
十
六
条
の
七 

 
 
 
 
 
 

第
四
十
六
条
の
七
若
し
く
は
特
例
法
第
二
十
二
条 

 
 

第
二
項
並
び
に
第
六
十
一 

 
 

条
の
三
第
七
項 

 
 

第
六
十
九
条
第
一
項 

 
 

又
は
第
六
十
一
条
の
二
十
一 

 
 

若
し
く
は
第
六
十
一
条
の
二
十
一
又
は
特
例
法
第
二 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
十
五
条 

 
 

第
六
十
九
条
第
二
項 

 
 

又
は
第
六
十
一
条
の
二
十
三
の
十 

若
し
く
は
第
六
十
一
条
の
二
十
三
の
十
六
又
は
特
例 



 

 
 

 

二
二 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

六 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

法
第
二
十
二
条
若
し
く
は
第
二
十
五
条 

 
 

第
七
十
二
条
第
五
項 

 
 

第
六
十
四
条
の
二
第
三
項 

 
 

 

第
六
十
四
条
の
二
第
三
項
若
し
く
は
特
例
法
第
二
十 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

二
条 

 
 

第
七
十
七
条
第
二
号 

 
 

又
は
第
五
十
一
条
の
十
四
第
二
項 

若
し
く
は
第
五
十
一
条
の
十
四
第
二
項
又
は
特
例
法 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

第
二
十
五
条 

 
 

第
七
十
八
条
第
五
号
の
五 
第
五
十
一
条
第
二
項 

 
 
 
 

 

第
五
十
一
条
第
二
項
（
特
例
法
第
二
十
六
条
の
規
定 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

に
よ
り
読
み
替
え
て
適
用
す
る
場
合
を
含
む
。
） 

 
 

第
八
十
条
第
四
号 

 
 
 

第
七
項 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

第
七
項
（
特
例
法
第
二
十
六
条
の
規
定
に
よ
り
読
み 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

替
え
て
適
用
す
る
場
合
を
含
む
。
） 

 
 

第
八
十
一
条
第
一
号 

 
 

第
三
号
ま
で 

 
 
 
 
 
 
 
 

第
三
号
ま
で
（
特
例
法
第
二
十
六
条
の
規
定
に
よ
り 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

読
み
替
え
て
適
用
す
る
場
合
を
含
む
。
） 

 
 

第
八
十
一
条
第
三
号 

 
 

前
号 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

特
例
法
第
二
十
六
条
の
規
定
に
よ
り
読
み
替
え
て
適 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

用
す
る
場
合
を
含
み
、
前
号 



 
 

 

二
三 

 
 

 

第
三
章 

雑
則 

第
二
十
七
条 

こ
の
法
律
に
定
め
る
も
の
の
ほ
か
、
こ
の
法
律
の
実
施
の
た
め
の
手
続
そ
の
他
こ
の
法
律
の
施
行
に
関
し
必
要

な
事
項
は
、
政
令
で
定
め
る
。 

 
 

 

附 

則 

 

こ
の
法
律
は
、
公
布
の
日
か
ら
起
算
し
て
六
月
を
超
え
な
い
範
囲
内
に
お
い
て
政
令
で
定
め
る
日
か
ら
施
行
す
る
。





 
 

 

二
五 

 
 
 
 
 

理 

由 

 

特
定
原
子
力
事
業
所
に
係
る
核
原
料
物
質
、
核
燃
料
物
質
及
び
原
子
炉
の
規
制
に
関
す
る
法
律
の
特
例
を
定
め
る
必
要
が
あ

る
。
こ
れ
が
、
こ
の
法
律
案
を
提
出
す
る
理
由
で
あ
る
。 


